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実験 2 では，同一内容の文章の体制化レベルを変化させて，難易度を操作した。また，視覚条件で 1





















































視覚条件の内容処理が，聴覚条件と同程度に達するために満たされるべき要件は 2 つあり， 1 つは内的
音声化が自由に行なわれる乙と，他の l つは，音声化された情報が，聴覚条件と同じ程度にまで，活用
されることである。後者を阻害する要因として，文章自体の難しさ，処理体の理解能力の低さ，および
呈示の速さ(処理時間の短さ)が挙げられる。そして 前記 2 つの要件が満たされない場合に，視覚
条件の内容処理の度合は聴覚条件より低下し，乙れが処理成績に反映されて，呈示様式の効果として
現われるものと考えられる。本研究の総合論議においては，上述の説明仮説のモデ、jレ化が行なわれた。
乙のモデlレは，暫定的なものであるが，従来は不規則に変動するとされていた文章処理に及ぼす呈示様
式の効果に対して，規則性，予測性を見出し， 1 つの解釈の枠組を与えたという点に，意義が認められ
ょう。
論文の審査結果の要旨
この論文で取り上げている問題は，文章処理(文章の理解，記憶)に関するものであって，文章処理
の機制を明らかにすることは，認知心理学，実験心理学における重要な課題の一つである。
本論文では，情報処理系としての人間が，文章情報を処理するとき，情報の呈示様式(視覚的または
聴覚的呈示)がどのような効果をもつのか，乙れを実験心理学的に解明しようとする。文章処理におけ
る呈示様式の効果については，従来の研究結果は必ずしも一致しておらず，視覚優位，聴覚優位のいず
れの結果も得られている。本論文では，結果の不一致の理由が，実験手続きの等価性が損なわれている
点，また，材料の差異(とくに材料の難易度の相違)にある乙とに着目し，いくつかの実験を行なって
いる。その結果，材料の難易度が呈示様式の効果を定める重要な条件になることを実験的に確認した。
すなわち，材料が容易なときには，視覚呈示と聴覚呈示の聞に差は生じないが，材料が困難なときには，
聴覚呈示優位になることを見出した。
円
i
続いて，これを説明する原理として内的音戸化の仮説が提出され，視覚的に呈示された言語的情報は
音響的形態に変換された上で処理されると仮定された。乙のような内的音声化の仮説が導入され，乙の
仮説に対する実験的吟味が行なわれ，仮説を支持するような結果が得られた。
このように，本研究では，認知心理学の重要課題で=ある文章処理の問題(特に呈示様式の効果)に関
して，従来の諸研究の成果をふまえて実験が計画され，文章の難易度が，呈示様式の効果を左右する要
因になることを実験的に明らかにし，さらに，それを説明する原理について実験的検討が加えられた。
本論文は，乙の研究分野に対して新たな知見を加えたものであり，学位論文として価値あるものと認め
られる。
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